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2025年10月10日（金）～11日（土）in 東京

参加数目標と登録の到達状況（8/21時点）

テーマ別セッションのご紹介

テーマ別セッション１：子どもの人権と未来を守るソーシャルアクション
子どもをめぐるソーシャルアクションを共有し、次期総会方針に反映する視点や取り組みを考え

ます。記念講演で、大分大学福祉健康科学部准教授の志賀信夫先生に、子どもの人権保障について
ご講演いただきます。民医連内の現場の事例なども報告・共有し、パネルディスカッションやトリ
オセッションも行います。

テーマ別セッション２：どうする？食べることの多職種協働
入院中から退院後の在宅や施設、訪問診療先において口から食べることにこだわっていくために、

さまざまな職種でどのように取り組まれているのか、またどのような取り組みが可能となるのか、
多職種の連携はできるのかなどを考え、交流する機会とします。学習講演で、新潟大学大学院医歯
学総合研究科・摂食嚥下リハビリテーション学分野の井上誠教授にご講演いただきます。その他に
も、民医連内の取り組みをたくさん報告いただき、ディスカッションします。

テーマ別セッション３：戦後・被ばく80年、戦争と医療・介護従事者の倫理
～健康権の実現をめざすアジアの連帯を

被爆80年、戦後80年の今年、平和と医療、戦争と医療従事者について考え、民医連綱領の「一切
の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、平和と環境を守ること」について深める機会とします。韓
国の医療関係者を招聘し、アジアにおける平和をめぐる情勢を深め、連帯する場となる意見交換を
します。日本国際ボランティアセンターの方からの特別報告、民医連内からは「戦争犯罪と医療・
介護従事者の倫理」と題して２名の医師からの報告、「アジアの戦争の脅威の現実と健康権運動の
課題」と題して韓国で医師をしているウ・ソッギュンさんから報告をいただきます。

気になるテーマ別セッションは見つかりましたでしょうか？ 参加申し込みの際に、希望のセッ
ションを伺っていますので、自分が学びたい、聞いてみたい、考えてみたいセッションを見つけて
みてください。
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北海道 25 12 48% 東 京 120 4 3% 滋 賀 3 0 0% 香 川 8 5 63%

青 森 30 14 47% 神奈川 50 0 0% 京 都 30 21 70% 愛 媛 8 5 63%

岩 手 10 0 0% 新 潟 15 9 60% 大 阪 40 32 80% 高 知 5 0 0%

宮 城 30 16 53% 富 山 10 2 20% 兵 庫 35 13 37% 福岡・佐賀 65 23 35%

秋 田 5 0 0% 石 川 20 0 0% 奈 良 20 0 0% 長 崎 10 0 0%

山 形 30 12 40% 福 井 10 0 0% 和歌山 10 1 10% 熊 本 15 0 0%

福 島 10 4 40% 山 梨 25 0 0% 鳥 取 15 0 0% 大 分 10 3 30%

茨 城 10 0 0% 長 野 35 4 11% 島 根 20 1 5% 宮 崎 10 4 40%

栃 木 10 0 0% 岐 阜 10 0 0% 岡 山 20 6 30% 鹿児島 20 0 0%

群 馬 30 19 63% 静 岡 10 5 50% 広 島 10 0 0% 沖 縄 20 0 0%

埼 玉 35 0 0% 愛 知 20 0 0% 山 口 8 4 50%
総計 982 220 22%

千 葉 35 0 0% 三 重 10 0 0% 徳 島 5 1 20%


